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第１章 はじめに 

１．BJ☆プロジェクトとは  

BJ☆プロジェクトは、平成２８年に発足し、女性の視点から災害へ

の備え、避難所運営や被災者支援の在り方、復旧対策などをまとめて

市長に提言することから始まった。令和４年度から各部 BJ☆プロジ

ェクトが始動し、初年度は保健部、次年度はこども部、そして今年度

は福祉部が実施することとなった。福祉部では、福祉と女性の視点か

ら、避難所生活における要配慮者にとって必要な物資等の検討と提

案を目指すこととし、令和６年１０月にメンバーが選定された。 

令和６年は元旦に能登半島地震があり、被災地では道路寸断によ

る物資の不足や災害関連死の発生が指摘されている。そこで、要配慮

者が避難所生活において必要となるものを改めて検討し、被災自治

体への視察や意見交流を参考に、本市での福祉避難所の備蓄品を充

足させることで、避難所生活の環境改善や災害関連死の防止を目指

すこととした。 

  



２．令和 6 年度 BJ☆プロジェクト会議 

（１）メンバー 

 

 

 

 

（２）プロジェクト会議 

 日程 内容  

第１回 令和 6年 10月 1日 プロジェクトについて 

第２回 10 月 22 日 防災倉庫見学と備蓄品確認 

第３回 11 月 28 日 被災地視察内容の検討 

第４回 12 月 3 日 
視察先への質問事項の確認 

防災ボトルの検討 

視察 12 月 10 日 被災地多古町・旭市へ視察 

第５回 12 月 19 日 被災地視察を踏まえた課題の検討 

第６回 令和 7年 1月 21日 備蓄品の検討 

第７回     2 月 26 日 提言内容の検討 

第８回      3 月 5 日 提言内容の検討 

 発表 3 月 25 日 提言発表 

１ リーダー 地域共生課 小川 裕子 

２ サブリーダー 障がい者施設課 廣瀬 光子 

３ 障がい者施設課 長井 恵美 

４ 障がい者支援課 太田 和子 

５ 生活支援課 栗原 真理 



３．福祉避難所とは 

福祉避難所とは、一般の避難所（小学校区防災拠点）での生活を続

けることが困難で、一定の配慮を要する方を対象として開設される

避難所のことである。市川市内に福祉避難所は公設避難所として２

２カ所、民間避難所として２５カ所、合計４７カ所が位置づけられて

いる（令和７年３月現在）。 

そのうち、障がい者施設課が所管している公設避難所として、中国

分にある明松園と本行徳にある身体障がい者福祉センター（フォル

テ行徳）においては、避難者定員を２０名と想定した『福祉避難所マ

ニュアル』がある。 

『福祉避難所マニュアル』は令和５年５月に改訂されており、明松

園と身体障がい者福祉センター（フォルテ行徳）が福祉避難所として

開設する場合の運営等の要領を示しており、障がい者施設課が作成

し必要に応じて見直している。 

令和６年９月に初めて、このマニュアルに基づいた福祉避難所立

ち上げ訓練を各施設で実施しており、その際に避難所としての運営

方法や資材や備蓄品の再確認を行い、福祉避難所としての物資が不

足している現状を改めて認識している。それらの意見を踏まえ、BJ☆



プロジェクトでは、所轄施設での福祉避難所開設を見据えた備蓄品

の充足を具体的に検討することとした。 

 

【災害対応に係るマニュアル等一覧】 【福祉避難所立ち上げ訓練】 

お疲れさまでした。 
感想や気付いたこと、ご意⾒などを担当までメール・Logo チャット・メモ
等で教えてください。今後の参考にします。 



４．防災備蓄品の現状 

（１）小学校備蓄倉庫、備蓄品 

【小学校避難所備蓄倉庫】     【災害備蓄品：小学校避難所】 

 

 

 

                 

                  
 

 

 

 

 

 

 

 

【簡易トイレ】 

    

 

  

                          （凝固剤使用後） 

 

 

 



【簡易ベッド】 

 

 

 

 

 

 

【生理用品】     【おむつ】    【簡易ベッド】 

                    （ジャバラ式） 
 

 

 

 

 

 

【ストーマケア】   【筆談用具】 

                     

 

 



（２）身体障がい者福祉センター（フォルテ行徳）備蓄品 

【災害備蓄品：福祉避難所】     

 

【ファミリールーム】 

 
 
   
 
 
 
 

 

【簡易ベッド】 

 
   

 



第２章 視察報告 

１．多古町 

（１）概要 

 多古町は県内町村の中で２番目の広さを有

し、町内中部を南北に流れる栗山川の流域は、

低地で水田地帯が広がっており、北部及び東部

は台地が広がり畑地帯を囲むように山林が緩

傾斜面となっている。 

  高齢人口が４０％約５，０００人であり、多古町の特徴として地

形の影響から台風などに弱く、天気予報などで事前に予想ができる

災害については、一般避難所より先に福祉避難所を立ち上げること

が決まっている。毎年数回福祉避難所の開設をしており、令和６年に

おいては８月と９月にそれぞれ開設し、約３０名程度の町民が避難

してきた。 

 

（２）令和元年台風１５号の被害 

  多古町において、特に甚大であった災害は令和元年９月の台風

１５号であった。この災害時は９月８日（日）から９月２０日（金）



まで保健センター内に福祉避難所を開設し、１８６名（１１１世帯）

が避難してきた。避難してきたうち、日ごろから施設を利用している

方が５０名、その他避難してきた大半が高齢者であり、障がい者や乳

幼児はごく一部であった。一般の避難の方も４４名いた。 

台風の被害が甚大なものとなった理由が山林の倒木による停電

と停電に伴う断水である。風台風であったため倒木はもちろん、屋根

が飛ばされるなどの被害も多く、千葉県内でも被害率が上位であっ

た。倒木による電線の断線復旧工事は近くの銚子市から始まったた

め、復旧まで２週間程度時間を要した。そのため、自宅でエアコンが

使えない町民が福祉避難所に避難してきた。 

福祉避難所である保健センターには以前より太陽光発電があっ

たが不十分であった。そのため、トイレや夏場のエアコンの利用も限

られてしまった。福祉避難所のほかにも、停電時に浄水所の機能が停

止し水道の利用ができなくなった。これらのことから、翌年には全て

の避難所に発電機を設置した。浄水所にも大きな発電機を購入し、平

時は盗難防止のため備蓄庫に保管しているとのことであった。 

幸いにも町のほとんどの家庭がプロパンガスであった。そのた

め、自宅でも調理が可能であった。避難所でも要望があった事から、



１日１回職員が炊き出しを行っていた。しかし、職員数にも限りがあ

り、食材の確保も大変であったので、令和元年の避難所開設以降は炊

き出しを行っていない。 

 

（３）福祉避難所開設時の対応 

  気象予報などで災害が予想される際は、台風などが来る前に福

祉避難所を開設し、避難者が自家用車で避難をする。避難の際には布

団や食料など避難生活に必要なものを持参することになっており、

住民にも意識が根付いている。自家用車で避難ができない高齢者な

どは近隣に住む親族や、同居の親族が災害前に車で送迎することも

多くあり、保健センターには多くの車が止められる広い駐車スペー

スがあった。 

 
保健センター正面玄関前の駐車スペース。 
ほとんどの避難者が車で避難してくるが、広い駐車スペースがあった。駐車スペースは保健センター裏、横にもあ

るとのことであり、給水車等の駐車スペースの確保もできているとのこと。 



  多古町の開設のタイミングは、銚子地方気象台から発表される

情報を基に開設の可能性があればあらかじめ職員配置を決めており、

災害が発生する前にスムーズに開設できているとのこと。また、福祉

避難所には介護の専門職員がいるわけではないことから、介護が必

要な高齢者については、ケアマネジャーが事前にショートステイの

利用計画を調整するなど地域の支援者が一丸となって対応している。

多古町では地震よりも風水害の被害が多いことから、天候による災

害には万全の態勢で対応できるようにしているとのことであった。 

  風水害を想定して防災計画を立てていることから、多古町の備

蓄方法は町役場にて総務課が一元管理としている。食品などの備蓄

品について、一括で管理することにより賞味期限の把握など備蓄品

の管理が容易にできるようになったとのこと。段ボールベッドなど

のみが各避難所に設置されており、適時必要な備蓄品を職員が車な

どで配ることとなっている。そのため、地震には対応しきれないが、

暴風雨などの風水害には効率的に対応できるようにしているとのこ

とであった。 

  また職員配置について、チーム編成などは予め決めてはいない

が、現在、保健師は７名（２名休職）いるため保健師がローテーショ



ンを組んで対応できるよう組んでいるとのこと。夜間には必ず保健

師を１人配置するようにしているがそれでも対応しきれないことか

ら、ＡＤＬの良好な方には２階、ＡＤＬに難がある方には１階へ案内

するよう、正面玄関の受付の段階で保健師により振り分けをおこな

っている。この時に、服薬中の薬のチェックも行い、保健師が把握す

ることによって、薬の残数が少ないときは親族に協力してもらうか、

巡回にきている医師に処方してもらうようにするなど対応している。

このことから保健師の人員確保が必要であるため、多古町では積極

的に保健師の採用を進め、体制を整えようと努めている。 

   

 

   

会議室 
避難所として活用する際には段ボールベッドと仕

切りを利用していた。 

和室 
避難者が自宅から持ってきた布団を畳に直に敷いて

いた。しかし立ち上がりが困難であった。 



また、多古町の福祉避難所は保健センターのみであり、主に会議室

と和室の限られた場所しかないため、避難期間が延びると避難者が

増え場所の確保が困難であった。 

  福祉避難所には段ボールベッドは２０台常時備品として唯一お

いているが、介助が多くいる中で立ち上がりが困難な避難者も多い。

また、和室であれば持参した布団を直に置くことは抵抗ないが、会議

室などの床に布団を敷いて生活することは困難であることから、多

くの段ボールベッドが必要となった。また、避難期間が増えるほど、

プライベートの確保が必要となり、コロナワクチン接種で導入した

パーティションの活用が有効であった。 

 

 

歯科保健指導室、接種室 
乳幼児や家族で避難してきた世帯に関しては、写真のような個室を割り当てた。 



乳幼児や障がい者で個室が必要な世帯には相談室や診察室など

の場所の提供を行ったものの、数か所しかないため対応しきれなか

った。そのため、今後は福祉避難所として防災計画にコミュニティセ

ンターも含めていくことを検討している。 

 

（４）今後の課題と提言 

  多古町は毎年２～３回程度は福祉避難所の立ち上げを行ってい

ることから、訓練などは行っておらず実戦で経験を積んでいるとの

こと。また、福祉避難所の災害時マニュアルは特別になく、一般避難

所のものを活用しながら、実際の立ち上げで対応している。そのため、

職員も避難者も立ち上げ、避難には慣れており、心得が日ごろから備

わっているとのことであった。 

そのなかでも困っていることとして、段ボールベッドの数が圧

倒的に足りないと感じているとのこと。立ち上がりが困難な介助が

多く、衛生的にも段ボールベッドは一人一台あることが望ましい。福

祉避難所には２０台の段ボールベッドがあるが、町全体として毎年

１００台購入して対応している。 

   また、福祉避難所に限らず不足していたことは地域住民、避難



者の情報収集と発信方法であった。収集としては防災行政無線を平

常時に加え３回程度多く放送し、福祉避難所やスーパーなど人の目

に振れやすい場所に１日数回最新情報を掲示したり配布物も作成し

て対応していた。ライフラインの復旧が当初の予定より遅れてしま

ったことに対して住民から日増しに不満も増していた。そのため、最

新情報を定期的に住民へ発信していくことに努めた。また逆に、避難

者の困り事を知られないことは怖いことを令和元年の被災時に実感

した。ＳＮＳなどを活用し発信していくことにより、災害時はたくさ

んの企業が支援を申し出てくれた。住民に対しては、要介護者はケア

マネジャーを通して確認し、手帳保持者には町役場の職員が積極的

に連絡をとり福祉避難所に連れてくるなどした。 

  小さな町であるので、住民への訪問や連絡といった細やかなこ

とが実現しているが、支援機関などの関係機関と平時より関係を大

事にすることにより、行政だけでは対応しきれない支援が必要な住

民の声を拾うことができるようになったとのことであった。 

 

 

 



 

２．旭市防災資料館 

（１）被災概要 

  旭市は太平洋に面しており、東日本大震災で

津波の被害を受けた。旭市には岬があり、湾曲し

た地形をしている。そのため、北から南に降りて

き波が海岸に反射し、後から来た波と重なり大きな津波被害となっ

た。 

  旭市に津波が到達したのは地震発生から１時間後であった。こ

の時の津波は４．５ｍであり、海岸線にあった防波堤を超えることは

なかった。今まで発生した津波も防波堤を超えてくることはなく、地

元の住民は津波警報が出ていても避難することはなかったという。

続いてきた第二波は２～３ｍ程度であり、津波が来ていたことに気

づく住民もなく、地震後の片づけに励む住民が多くいた。地震発生か

ら２時間半後の午後５時２６分に音もなく第三波が今まで旭市を襲

ったことのない高さの７．６ｍで到達した。飯岡小学校へ避難する住

民も多くいたが、土地が低かったことから被害が甚大なものとなっ

た。 



 第三波到達時は家の片づけをしており、家の外に住民が多かった。

しかし、音もなく近づく津波に気づけず死者１４人（関連死含む）、

行方不明者２人の甚大な被害を受けた。 

 

（２）課題 

  着の身着のまま避難してきた住

民が多く、避難所の運営側も被災者で

ある認識が避難者に薄く、避難者の中

には避難所をホテルのように勘違い

している住民も多くいた。そのため、

避難者からも運営側の対応者として

選別したほうがよかったかもしれないとのことであった。大前提と

して自分のことは自分で行うよう避難者としても平時より心得る必

要がある。 

  また、救援物資に関しては避難所に支給されていく関係で、避難

所に来ている住民には物資が行き渡るが、自宅避難の住民には物資

が行き届かないといった同じ被災者にもかかわらず格差が生まれて

しまった。 

避難所の生活を再現した模型 



  ほかにも、ペット同伴の避難者の対応もせまられた。クレームに

つながり、ペット同伴者に不便があっても自家用車内での避難を余

儀なくさせることがあるので、避難所においてはペット同伴の避難

者とそうでない避難者の避難所は分ける必要があった。 

  数ある中でも避難所において、一番の問題がトイレ問題であっ

た。断水のため、消防の協力ものと小学校などのプールの水を利用し

ていた。また、手汲みのトイレや簡易トイレなどの利用については高

齢者や障がい者は一人で使用することが困難であった。そのため、要

介助者のトイレについては対策が必要である。 



第３章 福祉避難所の備蓄品           

身体障害者福祉センター（フォルテ行徳）での備蓄品を再検討して

みた。避難者定員は２０名想定、対象者は一般の避難所での生活が困

難な要配慮者である。要配慮者とは、災害が発生したときに特に配慮

や支援が必要となる者であり、高齢者、障がい者、乳幼児のほか、妊

産婦、傷病者、内部障がい者、難病患者なども、特に支援が必要とな

る者として対象となっている。 

 

１． 備蓄食 

災害対策用の備蓄食は、主食（炭水化物）主菜（タンパク質）の組

み合わせで３日分用意することが推奨されている。加熱加工等が必

要ない食品であり、主食と主菜を組みあわせられるように選択をす

る。また、介護が必要な高齢者や障がい者は、一般的な備蓄食では、

素材や障害の特性から摂取が難しい方もいるため、適したものを準

備する必要がある。栄養価が高く、高齢者でも食べやすい柔らかさ、

見た目も重要視したものを選択したほうが良い。更に、嚥下・咀嚼機

能の低下に配慮し、とろみ剤も準備しておく必要がある。 

 
 



【要配慮者を対象とした備蓄食】 

商 品 名 保存期間 規 格 必要数 食 数 備  考 

尾西のライスクッキー8枚入り   5 年 48 箱入 1 箱 48 箱 アレルギー物質 28 品目不使用 

くちどけの良いサクサク感 

長期保存クッキーみたす 

（1袋24ｇ） 

5 年 18 袋入 3 箱 54 袋 マンナン配合 

腹持ちの良い食べきりサイズ 

永谷園フリーズドライ即席ごはん 

（ピラフ味、炊き込みご飯） 

7 年 各 50

食入 

各 1箱 100 食 冷めても硬くなりにくい 

お湯で 3分、お水で 5分 

カゴメ野菜たっぷりスープ 

     （トマト、カボチャ） 

5 年 30 袋入 各 2箱 120 食 常温でも美味しいスープ  

食器不要 

尾西のひだまりパン（プレーン） 5 年 36 個入 2 箱 72 食 しっとり食感で食べやすい 

白がゆ 7 年 30 袋入 1 箱 30 食 レトルトパウチ 

尾西のマイルドカレーライスセッ

ト 

5 年 30 食入 １箱 30 食 子供から高齢者まで幅広く食べら

れるマイルドカレー 食器不要 

ホテイの缶詰やきとりタレ(90g) 3 年 48 缶入 1 箱 48 食 プルトップ缶タイプ 

とりそぼろ缶 （70g） 3 年 24 缶入 2 箱 48 食 プルトップ缶タイプ 

つるりんこ（２ｇ） 18 か月 50 本入 1 箱 50 食分 トロミ調整食品 個包装 

LIFESTOCK エナジータイプ（100ｇ） 5 年 80 食入 1 箱 80 食 栄養も水分も補給できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【備蓄食を組み合わせた案（3 日分のメニュー）】 

 1 回目 2 回目 3 回目 

1 日目 
ひだまりパン 

野菜スープ 

クッキー 

水 

カレーライス 

水 

 

フリーズドライ即席ごはん 

野菜スープ 

とりそぼろ缶  

水 

438kcal 462kcal 530kcal 

2 日目 
ひだまりパン 

野菜スープ 

みたすクッキー 

水 

フリーズドライ即席ごはん 

野菜スープ 

やきとり缶 

水 

フリーズドライ即席ごはん 

野菜スープ 

とりそぼろ缶 

水 

438kcal 552kcal 530kcal 

3 日目 
ひだまりパン 

野菜スープ 

ライスクッキー 

水 

フリーズドライ即席ごはん 

野菜スープ 

とりそぼろ缶 

水 

フリーズドライ即席ごはん 

野菜スープ 

やきとり缶 

水 

438kcal 530kcal 522kcal 

                                 

２． 保存水 

災害時に飲料水として必要な量は、1 人一日当たり１L とされてい

る。調理に必要な水を含めると、３L 程度が必要となる。このことか

ら、３L×２０人×３日分 ＝３６０本（５００ｍｌ）必要である。 

３． 口腔ケア 

呼吸器感染症（肺炎）の最大の予防は口腔ケアであり、過去の災害

では、関連死の多くが肺炎であった。 

口腔ケアは災害時も非常に重要である。主な原因は、口腔細菌の繁



殖が原因となる誤嚥性肺炎であったと考えられている。被災後の不

規則な生活（睡眠不足）や栄養状態の悪化、口腔衛生状態の低下、義

歯の紛失などが重なると、肺炎やインフルエンザ・風邪などの呼吸器

感染症を起こしやすくなる。食べる機能や飲み込む機能が十分でな

い高齢者や障害者への口腔ケアは誤嚥性肺炎などの呼吸器感染症を

予防するために重要である。 

対策として２通りある。 

水が使えない場合では、ガムやマウスウォッシュを使って口腔内

を手入れする。①ガム（シュガーレス、キシリトールガム）をかむこ

とで、ストレス解消や緊張の緩和ができる。また、唾液をたくさん出

す効果もあり、唾液には口の中をきれいに洗い流してくれる働きが

ある。②マウスウォッシュは、口をすすぐことで菌の繁殖を防ぐこと

ができる。③口・舌の体操や唾液腺マッサージを

行い、唾液の分泌を促す。 

水がある場合は、①本人専用の歯ブラシを用意

する②歯ブラシがない場合やうがいのできない

方へは、マウスウォッシュなどをスポンジブラ

シ、タオルやハンカチなどに吸わせて、口腔内を



ぬぐう。③義歯も少なくとも 1 日 1 回は外して汚れを取り除き手入

れをする。以上のことから、マウスウォッシュや歯ブラシ、歯磨きシ

ートなどの口腔ケア用品の備蓄は必須である。   

４．水を使わない衛生用品 

 災害時、衛生環境悪化はストレスやケガ、病気の原

因になりやすい。水が使えない災害時に、すすぎ不要

で全身きれいにできるウェットティッシュや、水のい

らない泡なしシャンプー（手袋型やシート型）は揃え

ておく必要がある。 

５．液体ミルク 

 乳児に必要なミルク、水が不足がちとなる災害時はミルクを作る

こともままならない。避難をする際には必要なものは自分で準備を

して行くことが必要であるが、準備したものが不足となることもあ

る。そのような時には、調乳・温めなしで哺乳瓶に移してそのまま飲

める液体ミルクが備蓄されていることが望

ましい。液体ミルクは、災害備蓄用途にも

適したスチール缶であり、常温で長期間の

保存が可能となっている。しかしながら、実際に使う機会がない方が



多いと思われる。そのため体験の機会として、子育て世代を対象とし

た防災教室等で、液体ミルク試飲会を開催し、防災に対する意識を深

めてもらうことにつなげてみてはどうか。 

６．紙おむつ・生理用品 

現在フォルテに備蓄されているおむつは、長期保存に不向きであ

り点検時には既に劣化しており使用できない状態であった。このこ

とにより、長期保存用のものに変更をする必要がある。おむつの使用

期限は、未開封で高温・直射日光が当たらない場所に保管した場合、

目安として３年といわれている。備蓄品として長く保管したい需要

から、おむつを特殊フィルムで密封真空パックしたものがあり、１０

年保存が可能になってい

る。これにより、湿気、カ

ビ、虫から守って劣化を防

ぐことができる。  

７．トイレ 

 避難所生活において、もっとも困難なことは排泄の問題である。施

設内には水洗トイレがあるが、停電や断水、上下水道が使用できない

ときには、使用が不可能となる。非常用トイレ袋セットは、便器に凝



固剤が入った袋をセットしておくと、排泄後すぐにジェル化し始め

る。そのまま袋を縛って破棄することにより、衛生面・臭いに配慮で

きる。また、外箱段ボールは洋式便座として使用もできる作りとなっ

ている。災害時のトイレの回数は、一日およそ５回程度とされている。 

２０人の定員数で３日分のトイレを用意すると、３００回分は必要

となる。 備蓄品の中にはすでに含まれているが、数が圧倒的に不足

すると想定できるので、最低限必要な数は揃えておく必要がある。 

 

 

８．プライベートテント・パーテーション避難所でのプライベートス

ペース確保は重要である。そして、

震災そのものに対する不安な気持

ちに加えて、慣れない避難所生活

では、違った環境に置かれ不安定



になりやすい。プライベートテントは、大きな空間を仕切って、授乳

室や更衣室、救護室などに充てることが可能である。また、一つの空

間に家族などの支援者も一緒に過ごすことができ、安心した空間も

確保することが出来る。また、自閉症などの障害を持つ方は、視覚優

位である特性を持っていたり、聴覚が過敏で騒がしい音が苦手であ

ったりすることが多い。 

パーテーションは、視覚から入る不必要な情報を

手軽に遮ることができ、気持ち的にも落ち着くこと

があり、様々な場面でも使いやすい。視察からもわ

かるように、プライベートテントに加え、より簡単にプライベート空

間を設けることが出来るパーテーションの必要性も高い。注意する

点は、高齢者は、パーテーションを支えに立ち上がろうとする傾向が

あるため注意書を貼るなど気をつける必要がある。 

障がい者施設課福祉避難所マニュア

ルの避難所レイアウト案により、１世

帯が、要支援者１名＋介助者１～２名

と想定し、９世帯分は必要と考える。 

 



９．非常用電源 

福祉避難所は、医療的ケア児（者）が避難する場所でもある。

人工呼吸器や吸引機などのバッテリーは持参することになってい

るが、避難所生活が長引くと命の存続に直結するため、蓄電池や

非常用自家発電器などは必ず備えておかなければならない。また、

避難所生活を維持するための電力確保として、太陽光パネル設置

も検討必要。建物の屋上に設置し、平時から使用することで節電

にもなる。 

１０．ベッド 

視察で得た情報では、段ボールベッドは組み立ての工程が多く、

設置に時間がかかり大変であったとのこと。蛇腹式の段ボールベ

ッドは、組み立て不要、伸ばすだけで完成するという利点がある。

また、衛生面の観点からも、ベッドは一人１台が望ましい。市川

市では昨年度、ワンタッチで組み立てられるヘッドアップ簡易ベ

ッドを導入している。ヘッドアップ簡易ベッドでは実際の使用感

から、設置方法が簡易で布製のソフトな感触なため、そのまま寝

転がることが出来、健常者にとっては有効である。しかし、立ち

上がりが困難な要介助者にとっては、支えとして手をついたとき



の不安定さにより、転倒などのリスクがあると考えられる。この

ことから、要介助者には蛇腹式の段ボールベッド、介護者にはヘ

ッドアップ簡易ベッド、と使い分けながら準備することが望まし

いと思われる。 

 

 

１１．備蓄品倉庫 

必要数を備蓄するには、保管場所がな

いという問題もある。保管場所を確保す

るため、施設の敷地内には備蓄倉庫を設

置することが望ましい。しかし、設置する

スペースの問題もあるため、近隣の公共

施設と連携することなども検討すべきで

ある。 

 



１２．あったらいいね！備蓄品 

以上のことから、身障センター・フォルテ行徳フォルテ行徳の備蓄

品を見直した結果、既存のもの・追加するものを含めて下記に示す。 

【福祉避難所（フォルテ行徳）備蓄品の提案】※は変更・追加したもの。 

 備蓄品 梱包数 単位 数量 単位 

※保存水 500ml×24 本入 15 箱 360 本 

備蓄食料     （上記参照）     

サランラップ １ 本 １ 本 

消毒用アルコール 5ℓ １ 本 １ 本 

ハンドソープ 4ℓ １ 本 １ 本 

ウェットティッシュ    個 

歯ブラシ 50 本入り 1 箱 50 本 

デンタルリンス 250m×24 １ 箱 24 本 

水のいらない全身キレイセット(1 人×3 日分 10 セット) 2 箱 20 セット 

災害備蓄用大人紙パンツ（成人用 M-L14 枚） 2 パック 28 枚 

災害備蓄用大人紙パンツ（成人用 L-LL12 枚） 2 パック 24 枚 

非常用トイレくるくる 1 セット 100 枚入り 3 セット 300 枚 

おしりふき大判厚手   5 個 

フェイスマスク 50 枚入り   2 箱 

プラスチックグローブ 100 枚入り   10 箱 

ペーパータオル   １ ケース 

体温計（非接触型）   2 本 

避難所用マット   ４ 本 

ブルーシート 3.6m×5.4m   10 枚 

毛布(災害対策用毛布)1 箱 10 枚入 6 箱 60 枚 

LED ライト（大） 1 個 1 個 

LED ライト（小） 3 個 3 個 

ラジオ １ 台 1 台 

※プライベートテント 10 箱 10 張 

※パーテーション   １０ 台 

※ポータブル蓄電池   1 台 



 備蓄品 梱包数 単位 数量 単位 

※ヘッドアップ簡易ベッド   10 台 

※段ボールベッド（蛇腹）   10 台 

※ソーラーパネル   1 台 

養生テープ   20 本 

筆記用具（マジック 紙など）     

ゴミ袋（黒、半透明）各５0 枚   100 枚 

ポリ袋   100 枚 

※カセットコンロ   3 台 

※カセットボンベ   3 セット 

女

性

・

乳

幼

児 

※子供用紙おむつ SS   1 パック 

※明治ほほえみらくらくミルク   24 本 

※授乳用ケープ   1 枚 

※災害備蓄用生理用品（10 年保存）昼用 28 枚夜用 15 枚   1 パック 

※おりものシート   1 パック 

※サニタリー袋   50 袋 

高

齢

者 

※入れ歯洗浄シート   20 個 

※老眼鏡   3 個 

※杖   １ 本 

 

１３.施設内の見直し 

火災を想定した避難訓練を定期的に行っている。今回車いす利用

者も含め利用者全員が、２階の避難経路である非常口から非常階段

を使用した訓練を実施した。日常では、建物内はバリアフリー化され

ているため問題なく過ごせているが、非常口からの出入り口には段

差があり、車いすの移動がスムーズにいかなかったことが反省点と

して挙げられた。訓練での気づきは重要で、災害を想定しての訓練で



プライベートテントを利用者に体験してもらうことや、設備の点検

見直し、職員体制作りに日ごろから取り組む必要がある。 



第４章 課題と提案 

１．課題 

（１）福祉避難所について 

 要配慮者は環境変化に敏感であることが多いため個室に近い空間

を一家族一区画分確保がすることが理想であり、安全な寝起きのた

めに一人１台段ボールベッドを確保する必要があるがいずれも収容

予定人数分の確保が出来ていない。施設内でも段差が解消されてい

ない箇所がありバリアフリー化する必要性がある。また、段ボール製

の簡易トイレは普段使用しているトイレと違い要配慮者が一人で使

用することが困難で介助が必要となることと既存のストマ洗浄設備

が使えなくなるため衛生面からもトイレカーの導入が必要である。 

 福祉避難所は人工呼吸器など医療機器が必要な要配慮者が避難し

てくる場所でもあり、避難所生活が長期化することは命に直結する

問題となるため蓄電池の導入が必須である。 

さらに要配慮者に対して健康管理や介助ができる専門職員の配置が

望ましい。 

 

（２）備蓄品について 

 避難所によって備蓄品の内容に偏りがあり、専用保管場所のない



施設は１か所に保管できないため使い勝手が悪い。また、避難予定者

数に対して十分な数量の確保ができていない。 

 

（３）情報連携について 

 要配慮者が暮らしている地域や生活環境、家族構成等を把握する

ことで災害発生時に速やかな対応が可能となる。視察を行った多古

町では予測できる災害時に対してケアマネジャーが要介護者のショ

ートステイ利用を事前に調整することで安全確保がスムースに行わ

れていた。このことからもケアマネジャーや障害・介護施設等との情

報連携についての仕組み作りが必要である。また、市役所内において

も部や課を超え、同一課内においてもグループを超えた情報連携が

必要である。 

 

（４）災害に対する心構えについて 

 職員も市民も福祉避難所の場所や役割について理解している人は

少数であると思われる。福祉避難所が身近な存在となり、円滑な運営

を行うための工夫が必要である。 

 

２．提案 

提案１．備蓄品の内容確認と数量の確保を行う 



・第３章 １２．あったらいいね！備蓄品【福祉避難所（フォルテ行

徳）備蓄品の提案】を参考に避難予定者数に合わせた数量を確保し、

その保管場所として備蓄品倉庫の設置を行う 

 

提案２．パーテーションと段ボールベッドの確保数増を図る 

・多古町の福祉避難所には現在２０台の段ボールベッドがあるが、

町全体として毎年１００台購入して対応していることから数年かけ

ての買い増しを行い一家族一区画、一人１台の段ボールベッドの確

保が出来るようにしていく必要がある 

 

提案３．要配慮者に対応できる専門職員の配置と蓄電池、スロープ、

トイレカーの導入を行う 

・多古町では夜間１名の保健師の配置を必須とし服薬管理や避難者

の身体状況に応じて避難スペースを振り分ける役割を担っており保

健師の採用についても積極的に進めている。このことから市川市で

も有資格者の職員採用や現職員の中で有資格者の把握し配置を行う。 

蓄電池は人工呼吸器など命を守るための機器の電源確保のために必

要であり、福祉避難所のバリアフリー化のためのスロープとトイレ

動作時の安全確保と衛生環境保持のためにトイレカーの導入が必要



である 

 

提案４．要配慮者について関係機関と情報共有を図る 

・ケアマネジャーや障害・介護施設、市役所内においても部や課、同

一課内でもグループを超えた情報の共有と連携を図るための協議会

などの存在が必要がある 

 

提案５．市民も参加する福祉避難所開設訓練を行う 

・多古町を例に風水害時に福祉避難所を立ち上げることで訓練と実

地を兼ねることができる。そこで発生した問題や課題を吸い上げ解

決に向けた取り組みを市民とともに職員が行うことで自助共助公助

を考えるきっかけとなりより良い福祉避難所の運営に携わることが

できるようになる 

 
 
 
 
 
 

 



第５章 日頃の備え 

１．防災ポーチ 

 災害はいつ・どこで起こるかわからない。非常時に自宅から持ち出

す防災リュックは「1 次の備え」、防災ポーチは災害時に自宅に帰る

までの「０次の備え」とされている。その中で、防災ポーチは、災害

だけでなく急なけがや体調不良、エレベーターに閉じ込められた時、

渋滞時など様々な状況で役立つものである。いつ発生するかわから

ない災害に対しても、常日頃から備え、日常的に防災ポーチの活用を

奨めていきたい。 

平成２８年度のＢＪ☆プロジェクトが考えた防災ポーチ 
 

 

 
 



前記のポーチ内容を基本として、令和６年度ＢＪ☆プロジェクト

で見直し・再検討をしてみた。 

防寒対策として、アルミブランケットを追加。緊急時の保温シート

に使用する。体に密着させれば保温に使え、雨風を避けるのにも、敷

物としても使用が可能である。 

ハンカチは、手や汗を拭くためのものであるが、大判なバンダナを

準備するとより使い方の幅が大きくなる。ハンカチとしての代用の

他、濡らして首に巻くことで、（熱を取ってくれるための）熱中症対

策にもなる。また、怪我をした際の止血用や骨折時の固定、火災時に

は煙や有害物質を吸わないように口元に巻いてマスク代わりにもな

る。さらに SOS の目印としても使えるためバンダナが望ましい。 

除菌シートは感染症対策などのために追加。 

ヘアゴムは、髪をまとめるだけではなく、袋を閉じたり物を束ねる

ときにも使える。また、腕など出血した際にバンド代わりにすること

で止血をしたりすることも可能である。そのため、ヘアゴムは長くて

太めでしっかりとしたものが良い。 

口腔内の清潔保持は日常からも大切であり、日常的に持ち歩いて

いない人は、防災ポーチの中身の一つに入れることを推奨する。  



ほかにも水がないと使えないときのために、キシリトールガムやシ

ュガーレスガムを携帯するのも良い。 

防災ポーチは、外で数時間～１日を過ごせるアイテムを毎日持ち

歩ける重さにまとめることが大切であり、人それぞれ必要なものは

違う。今回は要配慮者の備えとして、高齢者・子どもを対象としたも

のも検討してみた。 

高齢者は、災害が起こると大きなストレスやショックを受けやす

くなり、普段は必要が無くても災害時に排泄のコントロールが効か

なくなる場合がある。その時のために吸水パットや尿取りパットを

常備しておくことが望ましい。また、入れ歯を使用している人は、入

れ歯ケースや洗浄剤があると良い。特に、災害時は水が貴重であるた

め、入れ歯洗浄シートなど水を使用しないシートタイプが望ましい

と思われる。 

子どもでは、日頃持っていて安心できる物や、非常食としてのお菓

子、通学時など保護者がそばにいないときに備え、昨年度子ども部の

ＢＪ☆プロジェクトが作成した「防災あんしんカード」を準備してお

くことも大切である。 

「防災あんしんカード」は、市川市のホームページからダウンロー



ドができる。そこには子どもの氏名、

年齢等の個人情報、家族の連絡先、そ

の他、子どもに関する情報（体の状態、

使用薬、かかりつけ医、アレルギーの

有無）を明記する欄がある。家族写真

も貼ることが出来るので平時より持

ち歩くと安心である。 

２． 防災ボトル 

防災ポーチの内容を再検討したところ、乳幼児のおやつや老眼鏡

（眼鏡）などの壊れやいものや水に濡らしたくないものは、ボトルに

入れる案が出た。ボトルは、安価で手に入り、丈夫で水筒やコップと

しても使える。壊れやすい物や、水や湿気から守りたいものを入れら

れ中身が見えるという利点がある。ポーチと併用し、必要なものを選

んで入れて持ち歩くと良いと思われる。 

【防災ボトルの使用例】 

 

 

 



※眼鏡、おやつなどの壊れやすいもの、あんしんカードなどの水に濡れた

ら困る物を入れると良い。 

 

【防災ポーチ＆防災ボトルの内容】※は変更・追加したもの。 

 

災害がいつ起きるかわからない中、自助の備えとして日頃から必

要最小限での物資の用意と工夫をご家庭で話し合い「あったらいい

な」に応じた内容を考え、自分に合ったものを災害に向けて準備して

常に携帯していただくことを提案したい。 
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